
 

ＪＡ自己改革推進レポートについて 

令和６年９月２５日 

ＪＡ鳥取県中央会 

１．ＪＡ自己改革実践状況 

（１）ＪＡ鳥取いなばの取り組み 

①第６０回鳥取しゃんしゃん祭一斉傘踊り 

 ＪＡ鳥取いなばは８月１４日、鳥取市の若

桜街道などの中心市街地で開催された「第 

６０回鳥取しゃんしゃん祭」一斉傘踊りに参

加した。同ＪＡでは平成２７年から地域活性

化の一環として参加しており、今年で１０年

目を迎えた。 

 本店や各支店の職員有志の踊り子２９名が

参加し、沿道の観衆を前に鮮やかな傘の華を

咲かせ、一つに揃った華麗な踊りで鳥取の夏

の風物詩を盛り上げた。  

  

②二十世紀梨初出荷 広域果実選果場開所式 

 ＪＡ鳥取いなばは８月２５日、露地栽培「二

十世紀」の出荷を開始した。同日、八頭町の

同ＪＡ広域果実選果場で開所式を行い、関係

者約１８０名が梨シーズンの到来を祝った。 

 同選果場では、１０㌔箱で「二十世紀」を

約５万１０００㌜出荷し、販売金額は約２億

６０００万円を計画している。関西市場を中

心に県内市場や直売所・進物などに出荷し、

有利販売に取り組む。 

 同選果場の丸山武場長は「消費者の皆さん、

市場の皆さんに、おいしい梨が今年も送れて

よかったという年にしたい」と期待を込めた。 

     

以上 

 


